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書 評
豊原治郎著「アメリカ流通史論考」
加勢田 博
I 
わが国における戦後のアメリカ経済史研究は，産業資本形成の主体をなしたものが「小
生産者層の自生的展開」か，あるいは「商業資本の範疇的転化」かの，いずれによるもの
であったかという問題をめぐって展開されてきたのであった。そして，その論点は，アメ
リカにおける工業組織の二類型すなわち「ロード・アイランド型」（「プロヴィデンス型」）
と「ウォルサム型」（「ボストン型」）の歴史的評価にあった。換言すれば， イギリス資本
主義成立に関するいわゆる「商業資本の産業資本への範疇的転化」をめぐる論争のいわば
「アメリカ版」であったといえよう。
この点に関して言えば．本書の著者豊原治郎教授は，アメリカ産業資本の形成過程を商
業資本の範疇的転化の軌道と土着資本の自主的な自己展開による軌道との二つの軌道がか
らみ合いながら展開していく過程として把握している（著者の第1著『アメリカ産業革命
史序説』， 1962年，第1章「序説」参照）ことは周知のところであり，今やこの立場に立
つ研究の第1人者である。さらに言えば，アメリカ産業革命の経済史的・経営史的特質把
握（著者の基本的立場）を事例研究によって試みてきた著者は，産業革命展開過程を通じ
て，商人企業家層が主体的役割を演じたことを主張してきたのである。もちろん本書もま
た第1著に示された基本的史観に立って， すでに公刊されている第2著（『アメリカ海運
通商史研究』， 1967年）および第3著（「アメリカ商品流通史論』， 1971年）と同様の視角，
すなわちアメリカ産業革命展開過程を通じて基軸的な役割を演じた商人企業家活動および
商品流通活動に焦点を合わせて，それらの経済史的・経営史的特質をより多くの事例研究
を通じてさらに広くかつ深く考察したものである。したがって，本書の各章における分析，
85 
400 爛西大學「継清論集」第26巻第3号
考察は，上掲3著の各章の内容のいずれかに連結する形をとっている。つまり，著者が述
べているように，本書は先の3著と共に「四部作」を成すものである。
n 
本書は上述したように，著者の終始一貫した問題意識と研究姿勢とによる第4著となっ
ており，それゆえにまた，各章が内容的には先の3著の各章のいずれかに連結しているの
である。したがって，前3著の内容に十分ふれることなく著者のここで主張している点の
みを取りあげて紹介することは要を得ていないかもしれない。しかし，紙福の制限もあり
前著に遡って一括して紹介することはとうてい困難であるので，これまでの著者の主張を
ふまえて，筆者なりの方法で本書の概要を紹介したい。
ところで，本書はその構成からみれば本論7章と補論とからなっているが，今，本論を
その内容からみれば，沿岸海運通商史に関する第1章および第2章，商品流通活動の担い
手の主体としての商人層そのものの「質的変革」を取りあげている第3章，内陸商品流通
史を取り扱った第4章，そして商人企業家の事例研究としての第5章，第6章および第7
章とに大別されよう。さらにその上に，著者の研究の拡大と深化とを示唆する「補論」す
なわちカナダ経済史学成立史に関する論文が加えられているのである。
さて第1章は「沿岸海運通商史考」と題しているように，これまでの著者の「研究」に
おいて，大洋海運通商史（大西洋・太平洋）における海運通商企業および商人企業活動に
重点がおかれ， 沿岸海運通商史に関してはそれとの関連において論及されていた。 しか
し，元来アメリカ沿岸通商活動は，「この国の経済構造変革の，いわば 'leadingsectors' 
の一つとしての輝かしい役割ーー「原棉三角通商」活動にその象徴を見出すことができる
一を担い上げた」 (12ページ）のである。それゆえ，第4の労作たる本書第1章におい
ては，まずこの問題が考察されているわけである。
ところでアメリカ産業革命の始期を画するに重要なボイントとなった1807年の「出港禁
止令」から「1812年戦争」に至る幾つかの「事件」も，外国通商活動には大きな打撃を与
えたとはいえ，沿岸通商活動にはむしろ「外国通商への禁圧によってますます伸長拡大す
る可能性を内包していた」 (15ベー ジ） という。そして． 「沿岸海運通商保護立法の決定
版」としての1817年の「航海条令」 (theNavigation Act)によって沿岸海運通商活動は
国家権力によって保護され，伸長していくことになったというわけである。こうして沿岸
海運通商活動は，産業革命の本格的展開に伴う内陸地域における商品流通チャネルの拡大
発展と相侯って，「東北部」，「中西部」および「南部」という三地城間の「国内三角通商
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体制」 (24ペー ジ） を確立することになった。 この時代の沿岸海運通商活動の伸長は，大
西洋沿岸の主要海港都市（ニューヨーク，ボストン，フィラデルフィア，ボルティモー）
における海運通商状況の追跡によって示されている。
次に，上述のようないわば沿岸海運通商史への総論的接近に対して各論的視角から，他
の主要海港とは根本的に異った性格を有する，と考えられるボルティモーの海運通商活動
が取りあげられる。すなわち第2章「ボルティモー海運通商史論ーー1780年~1787年を中
心に一」である。ここではまず18世紀中葉におけるボルティモーの経済発展状況を概説
し，この海港都市が独立革命によってもその通商活動を阻害されることなく海運通商都市
として急速に成長していくことになった諸要因に言及した後，その海運通商活動を「船舶
記録」に基づいて明らかにしている。そして最後にこのボルティモー港を拠点に活動した
「商人企業家」ロバート・オリーバーを取りあげ， 18世紀後半の一時期を中心に彼の企業
家活動を分析している。それによれば， 18世紀末葉のボルティモーの海運通商活動は，そ
の原点を西印度通商に求めることができ，これと沿岸海運通商活動とが有機的に連結され
ていた点に最大の特質が存した，と主張している。
1 
第3章「商品流通と商人類型」は，極めて多くの重要な論点を有する本書の中にあっ
て，著者の基本的立場を特に明確に示しているという点で非常に重要であるように思われ
る。ここでも著者は，アメリカ国民経済の構造的特質を，産業革命に焦点を合わせて「経
済史的・経営史的」アプローチをとりながら，この時代の「商品流通と商人活動」の分析
を通して把握しょうとしているのであるが， これが要点を述べれば次のようなことであ
る。すなわち「急速に「産業革命が展開され，この国の経済構造基盤が変質していくにつ
れて，その地殻変動のインパクトを直接受けた従来のマーケティング・セクターの帝王・．． 
general merchant層は，機能的に， この新しい， しかも急速に展開し， 推転する経済
構造変動にフォローすることができず， 結局， ここに新しい商人層の誕生， すなわち，
specialized merchants層の成立を，レスボンスとして対応させるに至った」 (57ペー ジ）
のである。別言すれば， 「初期アメリカ経済構造の二大支柱としての流通機構•生産機構
の名実ともに主体的な産業企業家層」たる generalmerchant層は， 系譜的には彼らか
らでてきた国民主義的な機能分化的・専門化的•特化的である新しい類型の企業家層，す
なわち新時代のアメリカ国民経済構造の確立に貢献した「新・産業企業家層」たる 'spe-
cialized merchants'層にその経済的・経営的支配者の座をゆずることになった，という
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ことである。つまり，アメリカ産業革命は，商品流通活動の担い手たる商人層そのものの.. 
「質的変革」によって方向づけられていくことになったと結論される。
そこで次に， 19世紀初頭の産業革命開始とともに上述の「変革過程」を経た商人層が，
アメリカ国民経済形成の上で極めて重要な機能を果したと考えられる一つの領域すなわち
「内陸地域」における商品流通史が分析・考察されねばならない。第4章は「内陸商品流
通史論ー一湖岸商業都市群を中心に一」と題して， 19世紀前半期すなわちアメリカにお
ける「産業革命期」を中心にこの問題が取りあげられている。
ところで， この時期の「内陸地域」は産業革命のインパクトを受け， その結果として
「東北部」，「中西部」および「南部」というそれぞれ地域的に特化した三地域経済からな
る国民経済を形成していく契機となりまたその推進力ともなったのであった。したがって
この国の国民経済構造の史的特質を把握するためには，この時期の内陸商品流通活動を分
析することが不可欠となるわけである。本章では， 「内陸地城」の商品流通活動および商
人企業家活動の拠点と考えられる湖岸商業都市一ークリーブランド，トレド，デトロイト，
シカゴ，バファロー—が考察の対象にされており，湖水通商を軸とした商品流通を中心
に，農産物特に穀物類の流通過程を分析・考察している。そして，これら五大湖岸の主要
都市は，中西部の農産物流通と東北部の工業製品および外国商品流通の「要 （かなめ）」
としての役割を演じたことを明らかにした上，産業革命の内陸地城経済に対する強烈なイ
ンパクトは，結局，この地域の経済をそのレスボンスとして「食料生産的」構造に変質せ
しめていくとともに， 「庶民層の経済生活パターンを著しく農業立国的ならしめた」 (118
ページ），と結論している。
こうした結論とともに今一つの重要な問題点が指摘されている。すなわちそれは，この
五大湖を中心とする内陸商品流通はセントローレンス河を軸とするカナダ商品流通活動を
ネグレクトして立論できないということである。この点から言えば，アメリカ内陸商品流
通活動は，特にこの19世紀前半（アメリカ産業革命期，自治領カナダの成立以前の時期）
において，一般的に考えられる国内商品流通活動と若干性格を異にする要素を内包してい
たことに注目しなければならない。
＂ 
さて，本論第5章，第6章およぴ第7章はいずれもアメリカ産業革命期にそれぞれの分
野で先駆的な企業活動を展開したフランシス・ローウェル，チャールズ・モーガンおよび
ヘンリー・シュリーブについてその生涯にわたる活動を伝記的アプローチによって具体的
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に考察し，商人企業家活動から次第に「質的転換」を遂げていく過程が分析されている。
以下この三つの章をごく簡潔に紹介したい。
まず第5章において「ボストン商人 フランシス・ローウェルの生涯」が取りあげられ
ている。ローウェルについて，著者はすでに彼を「アメリカ近代綿工業の生みの親」（『ア
メリカ商品流通史論』， 307ページ）として，その先駆的企業活動を評価したのであるが，
本章においては，アメリカ産業革命の主体的担い手たる商人企業家の事例研究として，彼
の「商人活動から工業企業家活動への動態的展開」を考察している。具体的に言えば，ボ
ストン工業会社 (theBoston Manufacturing Company)における「工場労働力の合
理的・組織的管理方式としての寄宿舎制度 ('theBoardinghouse System')創設プロセ
ス」を分析するとともにその「工場労働力管理」に論及している。
次いで第6章では「ニューヨーク海運企業家 チャールズ・モーガンの生涯」と題し
て，「海運帝国 (shippingempire of Charles Morgan)の帝王」として君臨すること
となったモーガンが取りあげられる。著者のこれまでの研究の一部すなわち近代化前夜の
アメリカ海運通商企業家に関する事例研究や19世紀中葉に至る時期のアメリカ海運業成立
期の研究によって，通商機能と運送機能とが未分化の， 著者のいう 'marineentrepre-
neur'が，産業革命のインパクトによって企業家機能の分化を生じ，通商企業家と海運企
業家へと分離・独立していった過程はすでに明らかにされている（『アメリカ海運通商史
研究」参照）。しかし，ここではこの海運企業成立期を「人的要因の側面」から，すなわ
ちアメリカ蒸気船海運企業の先駆者モーガンの企業活動の伝記的分析を通して考察してい
る。端的に言えば「モーガン海運帝国」成立史である。
さらに第7章「ミシシッピー河舟運企業家ヘンリー・シュリープの生涯」において
は，中西部河川水系における彼の舟運企業家としての史的評価が試みられている。シュリ
プーが， ミシシッピー河を中心とする中西部河川舟運活動の近代化を通じて中西部経済を
ニューヨークを中心とする大西洋沿岸流通勢力の支配から擁護し，東北部および南部に対
して「食料生産型」中西部経済を確立していく過程において果した史的役割の重要性は本
章の論述から十分に理解できる。
V 
最後に，本書に補論として加えられている「カナダ経済史学の祖 ハロルド・アダムス
・インニス教授の生涯」と題する論文を紹介し，併せて筆者の若干の感想を述べたい。
ところで，本書にインニス教授に関する補論が付されているのを意外に感じる読者もあ
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ろう。しかし，著者が第4章においても言及しているように，内陸商品流通とりわけ五大．． 
湖を中心とする商品流通はアメリカの内陸商品流通活動という側面からの考察のみでは十
分に把握できない部分を有している。というのは，この地域は18世紀以来五大湖通商とし
て，セントローレンス河を軸とするカナダ側商人層の活動の場でもあったからである。も
とより 19世紀前半におけるカナダ経済といえば，本国イギリス経済に依存したモノカルチ
ュア的性格を有し，イギリス帝国経済の再生産構造のメカニズムの中に組み込まれていた
のであって，カナダの経済開発がようやくその加速度を加えたのは1867年（コンフェデレ
ーションの成立）以後の， 19世紀末のことであった。このように19世紀前半までのカナダ
にあっては，五大湖ーセントローレンス河を中心とする商品流通活動が極めて重要な地位
を占めていたのである。したがって，この地城の商品流通を考察する場合，アメリカ側か
らのアプローチのみならずカナダ（イギリス）側からの分析・ 考察が不可欠となる。著者
がここにインニス教授の「経済史学」を取りあげたのも，教授が「カナダ経済史学の巨星」
であり，カナダ商品流通史研究の先駆者でもあるということ， したがってカナダにおける
とりわけセントローレンス河を軸とする商品流通史研究の出発点として「インニス経済史
学」を把握しておく必要があるという理由からにほかならない。
以上本書の構成Ji厠字にしたがって筆者なりにその概要を紹介した。著者の終始一貫した
基本的立場から，資料の精緻な分析に基づく実証的研究—事例研究ーーによって示され
た本書の豊かな内容をこの限られた紙幅で十分に紹介することはとうていできない。また
その内容に関して論評を加えることも筆者の能力を遥かに越えている。それゆえ筆者の若
干の感想を述べるにとどめたい。
例えば先にも言及したように，内陸商品流通活動の拠点の多くが五大湖岸を中心とする
諸都市にある以上，この地域が考察の対象とされることになるが，その場合，この地域は
著者も指摘している通りカナダ商業圏に属する地城でもあったわけであるから，アメリカ
とカナダ（イギリス）の流通活動の絡みあった国際的性格を有する地域として把握されな
ければならないであろう。つまりこの時代のアメリカにおける内陸商品流通活動は国内商
品流通活動の枠にとどまらない性格を有していたように思われる。また，いわば「北から
の商品流通活動」をアメリカ内陸商品流通史の中で，ひいてはアメリカ国内市場形成過程
において，いかに位置付けるかということも今後の問題として残されているように思われ
る。しかし，アメリカ産業革命の「経済史的・経営史的」特質把握という視角から，著者
がこれまで多年にわたって一貫して進めてきた商品流通活動とその主体的担い手たる商人
層の歴史的特質分析は，本書においてもみごとに結実しているといえよう。著者がこれま
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で数多くの事例研究を積重ねることによって得た結論は，プロクルステス的研究傾向のし
ばしばみられる今日の学界にあって極めて重要な意義を有するものである。なお，本書の
「あとがき」によれば， 「アメリカ商品流通に関する概観的研究」が，著者の第5著とし
て公刊されるという。その中で，著者のこれまでの研究によって解明された海運通商活
動，沿岸商品流通活動および内陸商品流通活動がいかに有機的に組みあわされ，アメリカ
国民経済の中で機能していたかを明らかにしてくれるものと筆者は期待している。
（未来社， 197朗三6月刊， A5判， 262ペー ジ， 2500円）
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